
○台風２０号に伴う豪雨により紀の川上流域では、８月２２日から２４日にかけて、流域平均の総雨量が３９４．５mm、時間最大雨量
が５５mm（大台ヶ原雨量観測所）となり、大滝ダムへの流入量が約２，０００m3/s （大滝ダム管理開始以降第３位）を記録。
○大滝ダムでは、約１，１００万m3の洪水を貯留し、ダム下流の紀の川の水位を五條地点（五條市新町付近）で約１．０m 、三谷地
点（かつらぎ町三谷付近）では約０．７m低下させる効果があったと推定。
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紀の川水系 大滝ダムによる効果

※数値等は速報値ですので、今後の精査等により変更する場合があります。

流入量 最大約２，０００ m3/s

ダム流下量 最大約１，２００ m3/s

8/22
22:00

8/24
0:00

8/23
12:00

8/23
0:00

ダムから下流に流す量
を最大約８００m3/s低減

ダムで約１１００万m3を貯留
（京セラドーム約９杯分）

8/24
9:00



さる たに

○台風２０号に伴う豪雨により新宮川上流域では、８月２３日から２５日にかけて、流域平均の総雨量が３１９．３mm、時
間最大雨量が４６mm（川迫雨量観測所）となり、猿谷ダムへの流入量が約１，４５０m3/s を記録。
○利水ダムである猿谷ダムでは、約４３０万m3の洪水を貯留し、ダム下流の辻堂地点（五條市大塔町辻堂付近）で熊野
川（十津川）の水位を約０．２ｍ低下させる効果があったと推定。

■台風２０号での猿谷ダムの操作
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新宮川水系 猿谷ダムによる効果

※数値等は速報値ですので、今後の精査等により変更する場合があります。
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ゲート操作開始
１１時３１分

8/24
9:00

ダム流下量 最大約１，３００m3/s

時
間
雨
量
(
m
m
)

累加雨量(mm)

流
量
（
m

3/
s）

8/23
2:00

8/24
0:00

8/23
12:00

ダムから下流に流す量を
約１５０m3/s低減

ダムで約４３０万m3を貯留
（京セラドーム約４杯分）


